
Lync Remote Call Control プラグインのインス
トール

Cisco Unified CM IM and Presence Service Lync Remote Call Controlプラグインは、IM and Presence
メニューアイテムMicrosoft Lyncクライアントインターフェイスに追加し、ユーザがコントロー
ルする電話デバイスの選択を可能にします。ユーザが複数のデバイス（回線）を持つ場合は、

プラグインをインストールする必要があります。ユーザが IM and Presenceメニューアイテムを
選択すると、IM and PresenceがユーザのデフォルトのWebブラウザでWebページを開きます。
ユーザは、コントロールする電話デバイスをこのWebページから選択できます。

• クライアントコンピュータへの Cisco Unified CM IM and Presence Lync Remote Call Controlプ
ラグインのインストール, 1 ページ

• Cisco Unified CM IM and Presence Lync Remote Call Controlプラグインのアンインストール,
2 ページ

クライアントコンピュータへの Cisco Unified CM IM and
Presence Lync Remote Call Control プラグインのインストー
ル

はじめる前に

この手順を実行するには、addrccmenu.batというCisco Unified CM IM and Presence Lync Remote Call
Controlプラグインのバッチファイルが必要です。このファイルは、CiscoUnifiedCMIMandPresence
管理アプリケーションからダウンロードできます。 [アプリケーション（Application）] > [プラグ
イン（Plugins）]を選択して Cisco Unified CM IM and Presence Lync Remote Call Controlプラグイン
をダウンロードします。バッチファイルは zipファイルとしてダウンロードされます。この zip
ファイルをMicrosoft Lyncクライアントコンピュータ上に保存し、解凍する必要があります。
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手順

ステップ 1 Microsoft LyncクライアントコンピュータでWindowsのコマンドプロンプトを開きます。

ステップ 2 解凍した addrccmenu.batファイルの場所に移動します。

ステップ 3 コマンドラインで次のコマンドを実行します。<cupserveraddress>は IM and Presenceサーバの IP
アドレス、ホスト名、または FQDNとなります。
addrccmenu.bat <cupserveraddress>

ステップ 4 regeditのセキュリティ警告が表示されても、操作を続行します。

ステップ 5 操作が完了したら、Microsoft Lyncからサインアウトします。

ステップ 6 再度Microsoft Lyncクライアントにサインインし、[ツール（Tools）]メニューオプションを選択
します。新しい Ciscoメニューアイテムが見られるようになりました。

IM and Presenceメニューアイテムが別の IM and Presenceサーバを示すようにする必要
がある場合、別の IM and Presenceサーバの IPアドレス、ホスト名または FQDNを使用
して、この手順を再実行できます。

（注）

次の作業

Microsoft Lyncクライアントが IMandPresenceメニューアイテムにアクセスした際、IMandPresence
WebページがデフォルトのWebブラウザで開かない場合、IM and Presenceページを、Microsoft
LyncクライアントのデフォルトのWebブラウザから開くことができないを参照してください。

Cisco Unified CM IM and Presence Lync Remote Call Control
プラグインのアンインストール

Cisco Unified CM IM and Presence Lync Remote Call Controlプラグインをアンインストールするに
は、IM and Presenceサーバの IPアドレス、ホスト名または FQDNを指定せずに、バッチファイ
ルを再実行します。

手順

ステップ 1 zipファイルをMicrosoft Lyncコンピュータにダウンロードし、解凍します。

ステップ 2 Windowsのコマンドプロンプトを開きます。

ステップ 3 解凍した addrccmenu.batファイルの場所に移動します。

ステップ 4 コマンドラインで、次のコマンドを実行します。
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Lync Remote Call Control プラグインのインストール
Cisco Unified CM IM and Presence Lync Remote Call Control プラグインのアンインストール
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addrccmenu.bat

ステップ 5 regeditのセキュリティ警告が表示されても、操作を続行します。

ステップ 6 操作が完了したら、Microsoft Lyncからサインアウトします。

ステップ 7 再度Microsoft Lyncクライアントにサインインし、[ツール（Tools）]メニューオプションを選択
します。 Ciscoメニューアイテムが表示されなくなります。
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Lync Remote Call Control プラグインのインストール
Cisco Unified CM IM and Presence Lync Remote Call Control プラグインのアンインストール
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